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亀戸　香取神社（東京都江東区）にある「亀戸大根之碑」と説明板

農
山
漁
村
や
都
市
で
の

暮
ら
し
を
考
え
る
、

そ
の
手
助
け
に
な
る
知
識
を

識
者
が
語
り
ま
す
。

テ
ー
マ地
域
の
食
を

支
え
る
伝
統
野
菜

江
戸
東
京
・
伝
統
野
菜
研
究
会
代
表
●
大
竹
道
茂

伝
統
の
江
戸
東
京
野
菜
は
野

菜
本
来
の
味
が
す
る
。

た
か
が
野
菜
、
さ
れ
ど
野
菜
、

な
の
が
江
戸
東
京
野
菜
だ
。

伝
統
野
菜
は
、
周
年
で
栽
培

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
季
節
が

限
定
さ
れ
て
、
旬
の
分
か
る
野
菜

だ
。
し
か
し
、
そ
ろ
い
が
悪
く
、

大
き
い
の
が
あ
っ
た
り
、
小
さ
い
の

が
あ
っ
た
り
、
曲
が
っ
て
い
る
の
が
あ
っ

た
り
で
、
規
格
重
視
の
今
日
、
流

通
に
乗
ら
な
く
な
っ
て
、
栽
培
さ

れ
な
く
な
っ
た
野
菜
な
の
だ
。

伝
統
野
菜
は
、
昔
か
ら
今
日
ま

で
、
種
に
宿
る
命
が
伝
わ
っ
て
き

た
野
菜
で
す
。

今
日
市
場
流
通
し
て
い
る
野
菜

の
ほ
と
ん
ど
は
、
種
屋
さ
ん
が
作

り
出
し
た
交
配
種
の
一
代
雑
種

（
F
l
）
　
で
、
種
が
採
れ
な
か
っ
た

り
、
採
れ
で
も
同
じ
も
の
が
で
き

な
い
も
の
で
、
そ
こ
が
伝
統
野
菜

と
は
違
い
ま
す
。

江
戸
東
京
野
菜
は
、
江
戸
の

時
代
を
は
じ
め
、
東
京
と
な
っ
た

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
時
代
に

栽
培
さ
れ
て
い
た
野
菜
と
い
う
一

面
と
、
江
戸
市
中
か
ら
、
東
京

の
多
摩
地
区
や
島
し
ょ
地
域
で
栽

培
さ
れ
て
き
た
東
京
の
地
域
と
い

う
一
面
を
合
わ
せ
、
江
戸
東
京

野
菜
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
発
見
さ
れ
復
活
栽
培

を
し
て
い
る
江
戸
東
京
野
菜
は
5
0

品
目
も
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
一
つ
に

物
語
が
あ
り
、
そ
れ
が
地
域
の
皆

さ
ん
の
心
を
つ
か
み
イ
ベ
ン
ト
な
ど

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
は
わ
が
国
農
業
の
ル
ー
ツ

と
思
わ
れ
る
史
跡
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
江
戸
東
京
の
農
業
の
説
明

板
が
神
社
な
ど
に
5
0
本
も
建
立
さ

れ
て
い
ま
す
。
亀
戸
香
取
神
社

に
あ
る
亀
戸
大
根
の
説
明
板
を
見

た
地
元
の
幼
稚
園
・
小
中
学
校
・

亀
戸
駅
な
ど
が
栽
培
し
て
、
3
月

に
は
収
穫
祭
が
同
神
社
で
行
わ

れ
、
2
0
年
も
続
い
て
い
ま
す
。
早

稲
田
ミ
ョ
ウ
ガ
は
、
穴
八
幡
宮
に

建
て
た
こ
と
で
、
早
稲
田
ミ
ョ
ウ
ガ

捜
索
隊
を
結
成
、
明
治
2
6
年
か

ら
お
住
ま
い
の
旧
家
の
庭
に
早
稲

田
ミ
ョ
ウ
ガ
を
発
見
、
毎
年
新
宿

区
立
小
中
学
校
2
7
校
の
給
食
に

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
全
国
農
協
観

光
協
会
で
は
、
2
0
1
7
年
に

5
0
周
年
特
別
企
画
と
し
て
、
江

戸
東
京
野
菜
の
収
穫
体
験
を
希

望
し
た
こ
と
か
ら
、
東
京
メ
ト
ロ

平
和
台
駅
に
近
い
渡
戸
秀
行
さ
ん

の
畑
で
「
江
戸
東
京
野
菜
の
山

分
け
収
穫
体
験
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
馬
込

三
寸
ニ
ン
ジ
ン
、
亀
戸
ダ
イ
コ
ン
、

金
町
コ
カ
ブ
、
品
川
カ
ブ
、
伝
統

小
松
菜
、
シ
ン
ト
リ
菜
、
そ
し
て

練
馬
ダ
イ
コ
ン
の
7
品
目
を
収
穫

し
大
好
評
で
し
た
。
本
企
画
を

通
し
、
江
戸
東
京
野
菜
の
魅
力

を
知
っ
た
方
も
多
く
、
以
後
毎
年
、

江
戸
東
京
野
菜
の
収
穫
体
験
企

．
画
を
実
施
し
、
昨
年
も
1
2
月
に

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

お
お
た
け
　
み
ち
し
げ

1
9
4
4
年
東
京
都
生
ま
れ
。
8
9
年
か

ら
江
戸
東
京
野
菜
の
復
活
に
取
り
組

む
。
農
林
水
産
大
臣
任
命
「
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
、
総
務
省
「
地

域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
。
ブ
ロ
グ

「
江
戸
東
京
野
菜
通
信
」
　
で
日
々
情
報

発
信
中
。

も
つ
と
学
び
た
い
方
は
こ
ち
ら

大
竹
さ
ん
の
著
書

『
江
戸
東
京
野
菜
の
物
語
』
　
（
平
凡

社
新
書
）

『
江
戸
東
京
野
菜
物
議
盟
歴
（
農
文
協
）

（
監
修
）
　
『
江
戸
東
京
野
菜
図
鑑
篇
』

（農文協）


